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尾⻄⾼校について
よくある間違い

尾⻄⾼校 → おにしこうこう︖

尾⻄⾼校 → ⻄尾⾼校︖
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レディネステスト作成の流れ

´愛知県 尾⻄北地区⾼等学校情報教育研究会の
平成３０年度年間テーマとして作成

´愛知県尾張地区を中⼼とした教科「情報」採⽤者による研究会
（平成２８年度より活動開始）

´９校１２名と顧問１名の１３名で活動（令和元年度）
´年間３〜４回の研究会を実施
´平成３０年度より名古屋地区でも研究会が⽴ち上がり、活動開始



レディネステスト作成の流れ

´レディネステスト作成のきっかけ
´教科「情報」の⼊試科⽬化の可能性
´プログラミングの必修化

´現状のままでは授業時間が⾜らないのでは︖
´中学校の技術の教科書と⾼校の情報の教科書は重複個所が多い

学習状況を把握することで、授業内容を最適化



レディネステスト作成の流れ

´スケジュール

´第１回研究会（平成３０年５⽉２６⽇）
´レディネステストの内容についての検討
´役割分担

´第２回研究会（平成３０年１０⽉２０⽇）
´作成した問題の内容について検討



レディネステスト作成の流れ

´スケジュール

´第３回研究会（平成３１年２⽉９⽇）
´修正した問題の再検討

´第４回研究会（平成３１年２⽉２３⽇）
´名古屋地区との合同研究会で試⾏問題の検討



レディネステスト作成の流れ

´実施⽅法の検討

´紙媒体での実施
´データの集約に時間がかかる

´ＯＭＲを⽤いて実施
´選択肢に制限が出てくる

´Googleformを⽤いて実施
´個⼈情報に配慮する必要がある



レディネステスト作成の流れ

´Googleformを選んだ理由

´学校名の集約さえできれば個⼈の回答はあまり必要ではなかった
→個⼈を特定する情報は不要

´将来的に希望する他の学校での実施を考慮
→採点等に時間がかからないほうが導⼊しやすい

´実施後すぐに結果を⾒ることができる
→結果を⾒せながら⽣徒に⾃分の状況を理解させることができる



レディネステスト作成の流れ

´完璧を⽬指しすぎない

´まずは作ってみよう
´経年⽐較をすることを前提に作成する
´分からない問題は正直に分からないと答えさせる
´中学校の技術・家庭の教科書をベースに、しかし、囚われすぎない

ぜひ、みなさんのご意⾒を︕︕
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レディネステストの分析

番号 ⼤項⽬ 質問項⽬数
１ 基本情報 ６
２ コミュニケーションとメディアに関する分野 ２１
３ プログラミングに関する分野 ７
４ ハードウェアに関する分野 １２
５ ソフトウェアに関する分野 １５
６ 情報の現代⽤語に関する分野 ９

´レディネステストの概要
´愛知県尾張地区の⾼等学校を中⼼に１０校が参加
´教科「情報」の授業（社会と情報・情報の科学）において実施
´有効回答者数︓2,513名 全質問項⽬︓70問



レディネステストの分析
´⾃分⽤のスマートフォン、携帯電話をいつから所持しているか

中学⼊学以前
23%

中学1年
25%中学2年

15%

中学3年
12%

⾼校1年
23%

⾼校2年
0%

持っていない
2%

スマホ・携帯所持のタイミング

中学⼊学以前 中学1年 中学2年 中学3年 ⾼校1年 ⾼校2年 持っていない



レディネステストの分析
´⾃分⽤のスマートフォン、携帯電話をいつから所持しているか

A⾼校 Ｂ⾼校



レディネステストの分析
´スマートフォンおよび携帯電話の画⾯ロック状況

設定していない
9%

設定している
90%

所持していない
1%

スマートフォンおよび携帯電話の画⾯ロック状況

設定していない 設定している 所持していない



レディネステストの分析
´マイコンの学習状況

87% 93% 96%

13% 7% 4%
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ラズベリーパイ マイクロビット アルディーノ

マイコンの学習状況

学習したことはない 学習したことがある



レディネステストの分析

ブルー
55%

イエロー
31%

パープル
1%

ブラック
1%

ホワイト
2%

分からない
10%

光の三原⾊の回答状況

ブルー イエロー パープル
ブラック ホワイト 分からない

ブルー
13%

イエロー
34%

パープル
8%

ブラック
8%

ホワイト
4%

分からない
33%

⾊の三原⾊の回答状況

ブルー イエロー パープル ブラック ホワイト 分からない

´光の三原⾊と⾊の三原⾊の回答状況



レディネステストの分析
´関数の回答状況
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関数の回答状況

sum average round min



レディネステストの分析
´ＳＵＭ関数の学校間⽐較
Ａ⾼校 Ｂ⾼校



レディネステストの分析
´ＡＶＥＲＡＧＥ関数の学校間⽐較
Ａ⾼校 Ｂ⾼校



レディネステストの分析
´ＡＩ

⼈⼯知能
96%

ペッパー君
2%

ボーカロイド
0%

分からない
2%

AI

⼈⼯知能 ペッパー君 ボーカロイド 分からない



レディネステストの分析
´ＩｏＴ

カネのインターネット
7%

モノのインターネット
19%

ヒトのインターネット
12%

分からない
62%

IoT

カネのインターネット モノのインターネット ヒトのインターネット 分からない



⽬次

´１ はじめに
´２ レディネステストの作成の流れ
´３ レディネステストの分析
´４ おわりに



おわりに

´現状では中学校段階で基礎的な内容が定着しているとは⾔
い難い
´中学校も３年間５単位で技術・家庭を実施しており、現実的
に情報分野に割ける時間は限界がある

´学習内容の定着を図るためにも、ただ知識の伝達にならない
よう、⼯夫した授業が求められている

´今後も調査を続け、経年⽐較の結果を分析する必要がある


